
      はじめに子どもありき 

校長 二見 隆久 

 

 春爛漫、花や木々に命の息吹が感じられる中、元気 

な生徒たちの声とともに平成２９年度がスタートしま 

した。お子様のご入学、ご進級誠におめでとうござい 

ます。本日の入学式で新入生２６６名を迎え、今年度 

も全校生徒７９９名の大切なお子様を預からせていた 

だきます。春は出会いと別れの季節と言いますが、昨 

年度末で本校を去った多くの教職員と入れ替わりに新 

たなスタッフを迎え、気持ちも新たに教育活動に邁進 

してまいります。 

 おかげさまで昨年度、本校は、創立 70 周年の節目を 

最高の形で迎えることができました。今年度はその伝統を引き継ぎながらも新たな歴史の 1 ページを

刻む年にしたいと考えております。不易と流行という言葉がありますが、私は教育を推進する上でそ

の二つの融和が必要であると思います。教育における「不易」すなわち過去から受け継がれてきた知・

徳・体の調和のとれた生徒の育成を基本とする学校教育の本質と同時に、変化する社会に適応し未来

を創造する力を身につけさせる「流行」も大切にしなければなりません。不易と流行を見極めながら

双方の融和を図る「流行を取り入れた不易」を追求していきたいと考えています。 

 さて、私は今年度の最初の職員会議で学校経営方針を示した際に、教職員に対し、キーワードとし

て「はじめに子どもありき」という言葉を使いました。とかく教師は「こうあるべき」「これを教え

たい」という意識になりがちです。教師は教える側、生徒は教わる側という固定観念にとらわれ過ぎ

ると「○○がない」「○○が足りない」だから「○○できる」ようにしようと躍起になります。もち

ろんそれはそれで大切ですが、私たちは「ありのままの子どもの姿を見ること」を忘れてはいけませ

ん。初めから子どもを枠や型にはめようとするのではなく、一人一人の興味・関心、見方、考え方を

捉えて柔らかな心で接することが大切であるということを全教職員で共通理解したかったのです。 

 本日の入学式でも話をしましたが、学校にはいろいろな生徒がいます。そしてその一人一人が違っ

た個性を持っています。７９９人の一人一人違う生徒の前に立つ私たち教師は、「はじめに子どもあ

りき」を基本として、それぞれの良さや特性を見極めていきたいと考えています。 

 平成２９年度も朝霞第一中学校の教育活動に変わらぬご理解とご支援をどうぞよろしくお願い申

し上げます。 
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（目指す学校像）  誇りを胸に未来に向かって前進し続ける学校 

学校教育目標 

自   立 

貢   献 

信  頼 

○自ら学ぶ生徒 

○思いやりのある生徒 

○健康に努める生徒 



平成２９年度学校経営方針 

朝霞市立朝霞第一中学校 

１． 学校教育目標 

  

自立 貢献 信頼 
○ 自ら学ぶ生徒（知） 

○ 思いやりのある生徒（徳） 

○ 健康に努める生徒（体） 

２．目指す学校像 

誇りを胸に未来に向かって前進し続ける学校 

３．目指す生徒像 

自立 自分自身に誇りを持ち、主体的に活動する生徒（自尊感情を持つ生徒） 

貢献 一中生としての誇りを持ち、集団に貢献する生徒（望ましい集団づくり） 

信頼 思いやりを持ち、相手の立場に立って行動する生徒（心豊かな生徒） 

４．目指す教師像 

教育に対する情熱と使命感をもつ教師（確かな教育信条と 

明確な目標を持つ教師） 

「子供の心」に寄り添い、「子供の心」の中に生きる教師（生徒理解に立ち、 

夢と希望を語れる教師） 

「専門職」としての誇りを持ち、生涯学び続ける教師（授業で勝負できる教師 

 豊かな人間性を持つ教師） 

５．重点目標 

（１） 創意工夫を活かした特色ある教育活動の展開 
（２） 学習指導の充実と確かな学力の育成 
（３） 生徒指導・教育相談の充実 
（４） 進路指導・キャリア教育の推進 
（５） 体力の向上と体育活動の推進 
（６） 安心・安全な学校づくり 
（７） 特別支援教育の充実 

（８） 道徳教育の充実 
（９） 学校・家庭・地域が一体となった教育力の向上 
（10）  教育公務員としての自覚を持った教職員集団の構築 



３月２４日（金） 

修了式を終えたこの日、 

１年間通い続けた教室 

から自分の机といすを 

運び出しました。始業 

式の朝、進級する新２ 

年、新３年の教室に心 

機一転運び入れます。 

４月４日（火） 

春休みの間も、部活動 

にたくさんの生徒が集 

いました。桜が満開に 

なったグランドで、練 

習に励む各部員の様子 

に、これからも活躍が 

期待されます。 

♪今年度の朝霞市小・中学校音楽会について 

例年、朝霞市民会館ゆめぱれすで行われてきました

が、会場の耐震工事に伴い、実施時期や代替会場、

移動方法等を検討した結果、今年度の「中学校の部

は中止」となります。ご承知おき下さい。 

●第６１回朝霞市民総合体育大会 

バレーボールの部 

Ａブロック：優勝 Ｂブロック：優勝 

平成２９年度埼玉県バレーボール協会長杯 

朝霞地区予選 準優勝 

女子バレーボール部 

４月３０日（日）に開催される県大会 

への出場が決定しました。 

緊急配信メール登録のご案内 

本校では保護者の皆様に一斉配信メールを使っ

て、不審者情報や遠足、校外学習等の実施状況、

悪天候時の登下校時刻変更、体育祭の雨天順延な

ど、学校からのお知らせを随時配信しています。 

登録方法等につきまして、文書を配布しましたの

でお早めに登録をお願いいたします。なお、昨年

度登録していた２・３年生につきましても、改め

て登録をお願いします。（毎年度登録が必要です） 

４月学校行事予定表  最終下校時刻  １８時１５分 

日 曜 行  事  等 日 曜 行  事  等 
1 土  16 日   

2 日  17 月 避難訓練 身体測定 8・9 組 1h 仮入部(16:00 下校) 

3 月  18 火 
全国学力・学習状況調査（３年） 

保護者会【2・3 年】15:00～・【8・9 組】14:45～ 

4 火  19 水 内科検診 1 年、8・9 組 13:30～ 専門委員会   仮時間割開始 

5 水  20 木 生徒朝会 通常清掃開始 

6 木  21 金 部活～16:45 下校 17:00 

7 金 準備登校 22 土   

8 土  23 日   

9 日  24 月 仮入部(16:00 下校) 

10 月 始業式 入学式 25 火 PTA 総会 入部締め切り 

11 火 
教科書配布 学年内３時間授業 全校集会 

１・2 年集合写真撮影 
26 水 本入部・部活開き 

12 水 
給食開始 学年内６時間授業  学年内清掃開始 

身体測定３年 12h ２年 34h 聴力検査３年 56h 
27 木  

13 木 
埼玉県学力・学習状況調査（全学年） PTA 運営委員会 

2 年個人写真 5h 1 年個人写真 6h 
28 金 離任式 

14 金 
身体測定１年 12h 聴力検査１年 34h 写真撮影３年 4h 

生徒会ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 56h 仮入部開始(17:00 下校) 
29 土 昭和の日 

15 土  30 日   

☆ 学校行事予定表については、今後変更があることを御承知おきください。 

５月学校行事予定表  最終下校時刻  １８時１５分 

日 曜 行  事  等 日 曜 行  事  等 
1 月  17 水 内科検診 3 年 13:30～ 

2 火 
授業参観 部活動保護者会 金曜時間割 

朝光苑自主体操（特別活動室 10:00～11:30） 
18 木  

3 水 憲法記念日 19 金 中間テスト 

4 木 みどりの日 20 土 茶道裏千家淡交流会関東地区大会（茶道部） 

5 金 こどもの日 21 日   

6 土   22 月 専門委員会 

7 日   23 火 通信陸上大会（陸上部） 

8 月 本時間割開始 24 水 通信陸上大会予備 体育祭予行準備 

9 火 
学校朝会 心臓検診１年、8・9組、2・3年一部13:30～15:30 

音楽鑑賞会(２年) 
25 木 尿検査２次 体育祭予行 

10 水 尿検査１次 内科検診 2 年 13:30～ 26 金 尿検査２次 体育祭準備 華道部出展（～5/28) 

11 木 尿検査１次 27 土 体育祭 市制５０周年記念式典リハーサル（吹奏楽部・18:00～) 

12 金 １学年遠足 28 日 市制５０周年記念式典 吹奏楽部参加 10:00～12:00 

13 土   29 月 体育大会予備日 教育実習開始 

14 日   30 火 体育大会予備日 県学総ﾃﾆｽ個人 心臓検診予備日 14:00～ 

15 月  31 水 体育大会予備日 県学総ﾃﾆｽ個人 専門委員会 

16 火 耳鼻科検診 9:00～全学年     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


